
プログラミング言語論 2014年度 第 2回小テスト解答例

問 1 以下のプログラム断片の型の整合性を、手順 (1)-(2)に従って示せ。ただし、これは
講義中に提示した、Cのサブセットによるプログラムの断片である。

int *p;

int x[3];

p = x;

(1) 変数宣言部分 int *p; int x[3];を、講義中に紹介した型の後置記法による宣言
に直せ。

(解答)

p : int *

x : int [3]

(2) (1)で得られた、p, xの型の後置記法による宣言から、講義中に提示した規則に従っ
て、代入式 p=xが型に関して整合性を持つことを示せ。

(解答)

p : int ∗
x : int [3]

x : int &

p = x : int &

問2 ラムダ式 (λx. λy. x) ((λz. z) w)は何度かβ変換を行うことによってラムダ式 (λy. w)

に変換できるが、その変換過程を示せ。(変換過程は複数あるが、そのうちの一つでよい。）
(解答 1)

(λx. λy. x) ((λz. z) w) −−−→
β

(λx. λy. x) w −−−→
β

λy. w

(解答 2)

(λx. λy. x) ((λz. z) w) −−−→
β

λy. ((λz. z) w) −−−→
β

λy. w

問 3 以下のC++言語で書かれたプログラムを実行したときの画面への出力結果を示せ。

#include <stdio.h>

class B {

public:

virtual char f() { return ’B’;}

char g() { return ’B’; }

char testF(B *b) { return b->f();}

char testG(B *b) { return b->g();}

};
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class D : public B {

public:

char f() { return ’D’;}

char g() { return ’D’;}

};

int main(void) {

D *d = new D;

printf("%c%c\n", d->testF(d), d->testG(d));

return 0;

}

(解答)

DB

問 4 Prologで以下のように a, b, c, d, e を宣言した時、a(X).という queryに対する解
（Xに対する置換）を書け。

a(1) :- b.

a(2) :- e.

b :- !, c.

b :- d.

c :- fail.

d.

e.

(解答)

X = 2

問 5 Standard MLで以下のように関数 lengthを宣言した時、length [1,2,3]の評価結
果を示せ。

fun length nil = 0

| length (x::xs) = 1 + length xs;

(解答)
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